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2Ga-3　　　　唾液 分泌活動 に及ぼ すウェ ストベルト圧の影響

○ 三野た まき・上 田一 夫

（共立 女大 ・院）

【目的】ｳnﾄ ﾍﾞﾙﾄ（幅2.5ca のｲﾝｻｲ ﾄﾞﾍﾞﾙﾄ 使用）による腹部圧迫が自律神経系の機能にど

のように影響を及ぼすかを、唾液分泌量を指標として調べた。
【方法】被験者は23 ～5】歳の成人女子４名である。Tｼｬﾂ とｼｮｰﾂ のみを着用した被験者は、

１時間椅座位安静を保った後、一日に６回の実験を課せられた。唾液は実験開始後２分間
隔で1  6 分間連続採取した。唾液採取による喉の枯渇を防ぐために、各実験終了後直ちに、
採取した唾液量と同量の白湯（室温の28.5 ℃）を被験者に飲ませた。上記６回の実験は、

9:30～ｺﾝﾄn-ﾙ 実験①、10:00～圧迫実験Ｉ（平均ﾍﾞﾙﾄ圧3.6iiiHg）、10:30～圧迫実験II （べ

訃圧6. 4iiDiHg）。11:00 ～圧迫実験Ⅲ（ﾍﾞﾙﾄ圧9. 6iiiiiHg）、11:30～圧迫実験Ⅳ【ﾍﾞﾙﾄ圧】3.5

IB皿Hg）、12:00 ～ｺﾝﾄDｰﾙ 実験②である。圧迫実験では、圧刺激を実験開始後４～６分と10 ～
12分の、２分間づつ２回繰り返し与えた。なお、圧迫実験を行う順序は、Ｉ→Ⅳ、Ⅳ→Ｉ、

ｎ→Ｉ→Ⅳ→Ⅲ、ｍ→Ⅳ→Ｉ→ｎと日々変え、４日でItｯｼｮﾝ とした。これをそれぞれの被

験者ごとに4ｾｯｼｮﾝ （1  6 日間）繰り返した。
【結果】13.5 ㎜Hg のﾍﾞﾙﾄ圧で刺激すると、ある被験者（通常V)Vﾄ圧4naHg) は圧刺激された

時にのみ、唾液の分泌はｺﾝﾄﾛ-ﾙ に比べ有意に（filcoxon の符号順位検定法。a≦0.05）抑圧さ

れた（ON反応）。しかし、これより弱い6.4(iiiHgのやﾙﾄ圧でm 激すると、唾液の分泌は２回
目の圧刺激解除後にのみ有意に抑圧された(OFF 反応）。他の2人の被験者にも同様なON ・ OFF

反応が認められたが、１名の被験者（通常ﾍﾞﾙﾄ圧29iiiiHg）では、それが認められなかった。
以上の結果から、唾液の分泌を抑圧するﾍﾞﾙﾄ圧値は、被験者の通常のﾍﾞﾙﾄ圧によって異な

ると考える。

2Ga －4　　　　改 善 し た 農 薬 散 布 用 防 除 衣 の フ ィ ー ル ド で の 適 用

○ 林　 千 穂 ＊　　 登 倉 尋 実 ＊＊

（＊長 野 県 短 大 ＊*奈 良 女 大 生 活 環 境 ）

《目的》我々が今まで改良を重ねてきた農薬散布用防護装備のフィールドでの適用を検討
するため，実際のリンゴ園で散布を行い，従来の防護装備と比較検討した。

《 方法卜 実験は散布が集中する７月～９月初旬にかけて，長野市の山間地（s.s 散布が不

可能な地域）のリンゴ園で行った。被験者はリンゴ栽培をしている散布経験のある男性

（1 名）と女性（4  名）である。
着用衣服は，綿防除衣（綿100%｡ 撥水加工) . 手袋（ゴアテックス) , 長靴（脚部は

ゴアテックス ，足部はゴム製）および保冷具を用いた頭部と胸部への局所冷却を行った場

合（ 改良型）と ，従来から一般に着用されている防除衣（ゴアテックス）, 手袋（ポリウ
レタン）およびゴム長靴を着用した場合の２種である。これらの防除衣以外に共通の衣服

としてマスク，野球帽，半袖メリヤスシャツ（綿100 ％）, 半ズボン下（綿100 ％）および

ソックス（ 綿100 ％）を着用した。

測定項目は，皮膚温（胸）, 衣服内温湿度（胸。背）, 心拍数 ， 体重減少量および着用
感（ 温冷感，湿潤感，快適感）である。散布時間は被験者により多少異なるが，概ね１時

間３０分～２時間で,7,8 月は午前に９月は午後に行った。

《 結果》胸の皮膚温，衣内温度（背）および衣内湿度（胸）は改良型の方が低い傾向がみ

られた。心拍数は４名中３中が改良型のほうが顕著に低かった。体重減少量は４名中３名
が改良型の方が少なく ，改良型の方が発汗量が少なかったことが推測された。　また着用感

の中，快適感は改良型の方が実験終了時において良好な評価であった。
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